
  

 

 

 

  令和３年度 
 

 

 

 

国営施設応急対策事業 
 

 

丹生貯水池堤体観測業務 
 

 

 

 

 

 

特 別 仕 様 書 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関東農政局 

利根川水系土地改良調査管理事務所 

 

 

 

 

 



 - 1 - 

項    目 内                 容 

第 1 章 総  則 

(適用範囲) 

第 1-1 条  

 

 

 

(目的) 

第 1-2 条  

 

(場所) 

第 1-3 条  

 

(業務概要) 

第 1-4 条  

 

 

 

 

(一般事項) 

第 1-5 条  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度国営施設応急対策事業丹生貯水池堤体観測業務の施行にあたっては、農林水産省農村

振興局制定「測量業務共通仕様書｣（以下「共通仕様書」という。）によるほか、同仕様書に対する

特記及び追加事項は、この特別仕様書によるものとする。 

 

 

 この業務は、旧国営鏑川農業水利事業の一環として建設された丹生貯水池変位測量を行うもので

ある。 

 

 業務位置は、群馬県富岡市下丹生地先で別添施行位置図に示すとおりである。 

 

 

 本業務の概要は次のとおりであり、詳細は第 3 章に示すものとする。 

 ・変位測量            １式 

  ・取水設備・余水吐周辺の地形測量 １式 

・孔内水位等観測         １式 

 

 

 業務請負契約書及び共通仕様書に示す以外の一般事項は、次のとおりである。 

 (1) 作業計画については、事前に監督職員と打合せ、承諾を得るものとする。 

 (2) 作業に伴う立木伐採等については、事前に監督職員と打合せを行い承諾を得るとともに、所

有者の承諾を得た後行うものとする。また、伐採は必要最小限にとどめるとともに、伐採

した有価木は付近に整理し、みだりに第三者に被害を与え、トラブルの生じることのない

よう留意するものとする。受注者は常に業務内容を把握し、業務期間中にあたっては監督

職員が資料の提出を求めたときは、速やかにこれに応じるものとする。 

 (3) 測量位置は、別添平面図のとおりである。 

   なお、基準点は過年度業務にて設置済みのものを使用するものとする。 

 (4) 受注者は常に業務内容を把握し、業務期間中にあっても監督職員が資料の提出を求めたとき

は、速やかにこれに応じるものとする。 

 

第 2 章 作業条件 

(作業基本条件) 

第 2-1 条  

 

(貸与資料) 

第 2-2 条 

 

 

 

 

 

 

(貸与資料の取扱い） 

第 2-3 条  

 

 

 

 

 

 

 

 本業務の基準となる既知点は、監督職員と協議のうえ決定するものとする。 

 

 

 貸与資料は、次のとおりである。 

資 料 名 

令和 2 年度 国営施設応急対策事業 丹生貯水池基本設計取りまとめ業務 報告書 

昭和 55～58年度 県営ため池等整備事業 丹生地区 工事図面（取水設備・余水吐） 

S&DLmini (Model-4900) 取扱説明書 

また、上記以外で必要な資料がある場合は監督職員と協議するものとする。 

 

 

第 2-2 条に示す貸与資料の取扱いは次のとおりとする。 

 (1) 貸与資料等の記載事項に相互に矛盾がある場合、又は解釈に疑義が生じた場合は、監督職員と 

     協議するものとする。 

 (2) 貸与資料は、原則として初回打合せ時に一括貸与するものとし、監督職員の請求があった場合

のほか完了検査時に一括返納しなければならない。 
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項    目 内                 容 

第 3 章 作業内容 

(作業項目及び数量) 

第 3-1 条  

 

(測量作業の留意点) 

第 3-2 条 

 

 

 

 

 

 

 

(管理技術者) 

第 3-3 条 

 

 

 

本業務における作業項目及び数量は、別表「作業項目内訳表」のとおりとする。 

 

 

 測量作業の実施に際し特に留意する点は、次のとおりとする。 

 (1) 変位測量 

    1) 変位を測量し、過去の測量成果及び今回測量ごとに比較し整理するものとする。 

(2) 地形測量 

    1) 地形を測量し、過去の測量成果及び今回測量ごとに比較し整理するものとする。 

(3) 孔内水位等観測 

    1) 孔内水位等を観測し、過去の観測結果及び今回測量ごとに比較し整理するものとする。 

 

 

 (1) 管理技術者は、共通仕様書第 7 条によるものとし、測量士でなければならない。 

 (2) 別紙１に記載されている割合を予定価格に乗じて求めた価格を下回る価格で契約した場合

においては、管理技術者は屋外で行う測量の実施に際して現場に常駐するとともに、作業日

毎に業務の内容を監督職員に報告しなければならない。 

        なお、管理技術者が現場での常駐場所を定めた場合、あるいは変更した場合は監督職員に

報告することとする。 

 

第 4 章 打合せ 

(打合せ) 

第 4-1 条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共通仕様書第 10 条に基づく打合せについては、主として次の段階で行うものとする。 

 また、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。 

 初  回 測量作業着手前の段階 

 第２回 中間打合せ（中間とりまとめ時） 

 最終回 報告書原稿作成段階 

    なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ記録簿を作成

し、 上記の打合せの都度内容について、監督職員と相互に確認するものとする。 

  ただし、別紙１に記載されている割合を予定価格に乗じて求めた価格を下回る価格で契約した

場合においては、上記に定める打合せを含め、受注者の責により管理技術者の立ち会いの上で打

合せ等を行うこととし、設計変更の対象とはしない。 

  その際、管理技術者は、共通仕様書第 11 条に定める業務計画書に基づく業務工程等の管理状

況を報告しなければならない。 

 

第 5 章 成果物 

(成果物の提出) 

第 5-1 条 

 

 

 

(成果物の提出先) 

第 5-2 条 

 

 

 

 

 

 

成果物を共通仕様書第 18 条に基づき作成し、次のものを提出しなければならない。 

１．成果物の電子媒体（CD-R 若しくは DVD-R） 正副２部 

２．成果物の出力 １部 (電子媒体の出力、市販のファイル綴じで可） 

 

 

成果物の提出先は、次のとおりとする。 

 群馬県高崎市緑町４－１０－１ 高商ビル２F 

 関東農政局 利根川水系土地改良調査管理事務所 利根川中流支所 
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項    目 内                 容 

第 6 章 契約変更 

(契約変更) 

第 6-1 条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 業務請負契約書第 17 条から第 20 条に規定する発注者と受注者による協議事項は、次のとおり

とする。 

 (1) 第 2-1 条に示す「作業基本条件」に変更が生じた場合。 

 (2) 第 3-1 条に示す「作業項目及び数量」に変更が生じた場合。 

 (3) 第 4-1 条に示す「打合せ」に変更が生じた場合。 

   (4) 第 5-1 条に示す「成果物の提出」に変更が生じた場合。 

 (5) 履行期間の変更が生じた場合。 

 (6) 関係機関等対外的協議等により計画等に変更が生じた場合。 

 (7) 伐採の必要が生じた場合。 

 (8) その他 

 

第 7 章  業務管理 

(業務管理) 

第 7-1 条 

 

 

 

 (1) 情報共有システムの業務について 

   1) 本業務は、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより業務の効率化を図る情

報共有システムの対象業務である。 

2) 情報共有システムは、別添「業務の情報共有システムの活用要領（案）」によるものとする。 

3) 受注者は、発注者から技術上の問題の把握、利用にあたっての評価を行うために聞き取り調

査等を求められた場合、これに協力しなければならない。 

 

第 8 章 定めなき事項 

(定めなき事項) 

第 8-1 条 

 

 

 

この特別仕様書に定めなき事項又はこの業務の実施に当たり疑義が生じた場合は、必要に応じて

監督職員と協議するものとする。 
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別紙１（第３－３条、４－１条関連） 

 【割合】 

  予定価格算出の基礎となった同表 A～Cまでに掲げる額の合計額に 100分の 110を乗じて得た額を予定価格で除して得た割合と

する。ただし、その割合が 10 分の 8.2 を超える場合にあっては 10 分の 8.2 とし、10 分の 6 に満たない場合にあっては 10 分の 6

とするものとする。 

 

業務区分 Ａ Ｂ Ｃ 

測量 直接測量費の額 測量調査費の額 諸経費の額に 10 分の 4.8

を乗じて得た額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１
令和３年度
　国営施設応急対策事業 丹生貯水池堤体観測業務

1．

内業 1式

外業 1式

2．

外業 1.40km

外業 0.40km

外業 1.40km

外業 28点

内業 1式

3．

外業 0.006km2

内業 1式

内業 1式

内業 1式

4． 外業 207点

丹生貯水池堤体の観測孔の水位及び電気伝導度の観測、堤体状況の写真撮影及び
堤体天端クラックの計測を行う。
　23点（観測孔12点、写真撮影9点、クラック計測及び写真撮影2点）×９回（７月、８
月、９月、１０月、１１月、１２月、１月、２月、３月）　（別紙２参照）

孔内水位等観測

１）地形測量

③余水吐の縦横断図作成 地形測量の成果を基に余水吐の縦横断図（１測線・７断面）を作成する。

２）地形測量データ取りまとめ

①地形測量データ取りまとめ・
　 平面図作成

地形測量のデータを取りまとめ、1/200の平面図を作成する。

業務体系　：　測量業務

変位測量のデータを取りまとめ、過年度のデータと比較し、考察する。

過年度業務の測量成果等、貸与資料を把握・整理し、作業計画を検討・樹立する。

本業務の実施に当たり必要となる現地調査を行う。　（着手時1回）

４）定点測量

３）縦断測量

２）横断測量

１）中心線測量

２）現地調査

１）資料の検討

過年度業務の測量成果等を踏まえて、丹生貯水池の堤体天端道路部、堤体天端上
流側コンクリート部及び定点（堤体天端、堤体下流、堤体石積部）の標高と座標を測
量し、変位を観測する。（添付図面２）

〔作業項目内訳表〕

５）変位測量データ取りまとめ

作業数量区分

変位測量

②取水設備の縦横断図作成 地形測量の成果を基に取水設備の縦横断図（１測線・３断面）を作成する。

取水設備・余水吐周辺の地形
測量

作　業　内　容作業項目

定点測量を実施する。
　14点（堤体天端3点、堤体下流3点、堤体石積部8点）×２回（７月、１月）

中心線測量を実施する。
　0.70km（0.35km×堤体天端２測線）×２回（７月、１月）　測点間隔20m

堤体の横断測量を実施し、変位を確認する。
　0.2km（堤体５断面）×２回（７月、１月）　測点間隔50m

縦断測量を実施する。
　0.70km（0.35km×堤体天端２測線）×２回（７月、１月）　測点間隔20m

準備作業

過年度業務の測量成果等を踏まえて、丹生貯水池の取水設備周辺（添付図面３）の
地形測量を実施する。



堤体観測業務詳細 別紙２－１

１．作業概要

２．観測時期
 令和３年７月～令和４年３月の毎月末に１回（９回）。

３．作業時間
 約３時間／回

４．観測数量
 観測孔及び貯水池水面  12点
 写真撮影  9点
 クラック計測  2点

５．観測内容
(１)観測孔及び貯水池水面

 観測作業は以下表の通り実施する（堤体平面図（堤体観測位置図）参照）。

 貸与する機材を使用して、丹生貯水池堤体にて観測孔内水位測定、電気電導度測定、PCによる観測孔
内水位データ取得の作業を実施する（貸与機材一覧表参照）。

観測孔名称
孔内水位

測定
孔内水位

データ取得(PC)
電気伝導度

測定

①H27-Nyu-5 ○ ○ ○
②H24-Nyu-6 ○ ○
③H24-Nyu-7 ○ ○ ○
④H26-Nyu-1 ○ ○ ○
⑤H24-Nyu-3 ○ ○ ○
⑥H24-Nyu-2 ○ ○ ○
⑦H27-Nyu-7 ○ ○ ○
⑧H28-Nyu-3 ○ ○
⑨貯水池水面 ○ ○
⑩H28-Nyu-5 ○ ○
⑪H28-Nyu-4 ○ ○
⑫H28-Nyu-4別孔 ○ ○

備考

水位はコンベックスにより計測



(２)写真撮影及びクラック計測
       観測作業は以下表の通り実施する（堤体平面図（堤体観測位置図）参照）。

撮影位置 写真撮影※ 計測 備考
堤体石積み（No.3+10.56） ○
堤体石積み（No.6+0.56） ○
堤体石積み（No.8+10.56） ○
貯水池水面 ○
管理所付近 ○
堤体上流側 ○
No.7（クラック状況） ○
No.7（クラック高さ） ○ ○ コンベックスを使用する。
No.7（クラック幅） ○ ○ 金尺を使用する。
※撮影位置については監督職員と協議する。



貸与機材一覧表 別紙２－２

計測機材名 仕様 写真 使用する調査 計測機材の使途 備考

1 ミリオン水位計
５０ｍ巻
ヤマヨ測定器㈱

孔内水位測定

・孔内水位の計測
・②H24-Nyu-6孔の鍵開けに使用。

・②H24-Nyu-6孔の鍵付き。

2 ポータブル電気伝導率計 １０ｍケーブル 電気伝導度測定

・孔内電気伝導度の計測（孔毎に規定の
測定深さに合わせて計測）

3 金尺 ６０ｃｍ 堤体クラック幅調査

・提体クラック幅の計測

4
ﾃﾞｰﾀ抽出用ＰＣ
（抽出用の読み取りｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ）

提体孔内水位のﾃﾞｰﾀ読み取
りソフト入り

孔内水位データ取得(PC)

・各孔のﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰから、計測されている
分の水位ﾃﾞｰﾀを読み取る。

 データロガー↓

データ取得方法は、『S&DLmini (Model-4900)
取扱説明書
(https://www.oyo.co.jp/products/download/m
anual-software/) 』参照。

5 コンベックス
３．５ｍ、
鍵付き（自動計測孔）

貯水池水位計測、堤体クラック高さ
調査

・貯水池水位計測に使用
・堤体クラック高さ計測

6 ドライバー マイナス 孔内調査全般

・提体天端に設置されている観測孔のマ
ンホールを開けるために必要。

⑩H28-Nyu-5、⑪H28-Nyu-4において使用す
る。

7 記録表 ﾃﾞｰﾀ記録
孔内水位調査、貯水池水位計測、電
気伝導度測定

・計測ﾃﾞｰﾀの記入資料 現場から戻った後ﾃﾞｰﾀとして入力。

8 カメラ 堤体クラック調査、貯水池水位計測

・堤体クラックの撮影、堤体石積みの撮
影、貯水池周辺写真撮影

9 軍手・タオル・エアーダスター 孔内調査全般
・孔内のワイヤーを手繰るため使用。
・ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ等の機器の水分をふき取る際
に使用。

※必要あれば使用。



調査記録様式 別紙２－３

年   月   日

測定位置 電気伝導度 測定位置 電気伝導度
管頭(-m) mS/ｍ 管頭(-m) mS/ｍ

6.0 6.5

7.0 7.0

7.5

8.0

8.0 6.0

9.0 6.5

9.5

4.4 0.5

2.5 5.0

3.0 7.0

3.5 8.0

9.0

4.4 4.0

5.0

7.0

8.0

8.0 2.5

4.5

摘要・観察事項場所 時間
地下水位

(-m)
水温
(℃)

①H27-Nyu-5 ⑦H27-Nyu-7

⑥H24-Nyu-2

④H26-Nyu-1

⑤H24-Nyu-3

②H24-Nyu-6

③H24-Nyu-7

水温
(℃)

場所 時間
地下水位

(-m)
摘要・観察事項

⑧H28-Nyu-3

⑨貯水

⑫H28-Nyu-4別孔

⑩H28-Nyu-5

⑪H28-Nyu-4


